
            

エ ［実践事例４］第３学年 Lesson ５ Stevie Wonder -The Power of Music 
     (ｱ) 読みのプロセスに応じた発問構成 

   

(ｲ) 単元構想図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ｳ) 発問ごとの生徒の読み取りと生徒の思考力の高まりについての見取り 
      各段階における読み取りができたかどうかは、それぞれ以下の方法で見取ります。また、思考

力が高まったかどうかについては、生徒の発話やワークシートの記述及び産出した英文を基に、

生徒が読解ストラテジーを活用したかどうかで判断します。 
ａ  事実発問を通して、本文に直接示された情報を正確に取り出すことができているかどうかを、 

Stevie Wonderに関する情報を時系列にまとめたタイムラインの記述で見取ります。また、発

問以外の手立ての関連についても分析します。 

ｂ  推論発問を通して、タイムラインの情報と４曲の歌詞の内容を基に代表曲の作曲時期を推測

することができているかどうかを、ワークシートの記述と発話で見取ります。また、発問以外

の手立ての関連についても分析します。 

ｃ  評価発問（What is music for you?）に対して、体験を関連付けた上で、自分の考えとその

理由を述べることができているかどうかを、ワークシートの記述と発話で見取ります。また、

発問以外の手立ての関連についても分析します。 

Pre-reading ・Teacher Talkや写真などで興味をもたせ、本文の内容をつかみやすくさせる。 
・生徒とのInteractionの中でStevieに関するキーワードや写真の質問に答えさせ、

情報を整理させる。 
While-reading ・生徒とのInteractionの中で本文に関する質問に答えさせたり、タイムラインに情

報を整理させたりする【事実発問】。 
・歌の歌詞に込められた思いを読み取らせ、その前後に起きたStevieの出来事を根

拠に代表曲の作曲時期を推測させる【推論発問】。 
Post-reading ・「あなたにとって音楽とは？」という質問に４文以上の英文で答えさせ、本文を

基に、自分の考えとその理由を書かせる【評価発問】。 
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（注）実際のタイムラインは英語で書かれており、（  ）内に答えを記入します。著作権に配慮し、日本

文に書き換えています。 

(ｴ) 発話とワークシートの記述に見られる生徒の思考力の高まりについて 

ａ  事実発問による見取り 

事実発問（「Stevie Wonderの人生のタイムラインを作ろう」）を通して、本文に直接示された情

報を正確に取り出すことができているかどうかを、Stevie Wonderに関する情報を時系列にまとめた

タイムラインの記述で見取ります。また、発問以外の手立ての関連についても分析します。生徒が用

いると考えられる読解ストラテジーを吹き出しの（  ）内に示しています。 

 
教師の発問 Stevie Wonder’s Timeline 

When was he born? 
He lost his …? 

 ( 1950 ) ・Stevie が生まれる。 
・まもなく（視力）を失う。 

  ・幼いころ、（ラジオで音楽を聴いて楽しんでいた）。 
・（スプーン）を使って、音楽に合わせリズムをとっていた。 
・（ドラム、ピアノなどが）とても上手くなった。 
 

When did he release 
his first album? 

( 1963 ) ・初のアルバムをリリース。  
          
・（大スター）になった。 

 
 
 
 

He decided to …? 

1973 ・（交通事故）に遭い、死に目にあった。 
 
・この経験が（彼の人生）を変えた。 
・（音楽）を通して、（困難な立場にある人々を助けよう）

と決意した。 
 1975 ・娘の誕生。 

 
When did he write a 
song for Martin 
Luther King Jr.’s 
birthday? 

 ( 1980 ) ・Martin Luther King, Jr.の誕生日を祝う曲を作った。 
 
 
 

He joined demonstra- 
tions against …? 
When was that? 

 
 
 
 

 ( 1985 ) ・（アパルトヘイト）に対する抗議運動に参加した。 
 
・２つの歌に参加した:  
①アフリカの飢餓に苦しむ人々のための（We Are the 

World） 
②AIDS 研究のための（That’s What Friends Are For） 

・（国連）に招かれ、（It’s Wrong）という曲を披露した。 
・Black Man を歌った。 

When did King’s 
birthday become a 
national holiday? 

( 1986 ) ・ Martin Luther King の誕生日が国民の祝日に制定され 
た。 

 
    

事実発問によるインタラクションを通

して、生徒の内容理解を確認する。 

(音読、内容・話題の知識を活用する、

テキスト形式の知識を活用する等） 

本文に明記されていないことを、推論

発問によって引き出す。 

(他のテキストの知識を活用する、内

容・話題の知識を活用する、文化的知

識を活用する、推測、憶測する等） 

事実発問によるインタラクションを

通して、生徒の内容理解を確認する。

(音読、内容・話題の知識を活用する、

テキスト形式の知識を活用する等） 

事実発問によるインタラクションを通

して、生徒の内容理解を確認する。(音

読、内容・話題の知識を活用する、テ

キスト形式の知識を活用する等） 

アメリカ有色人種の平等な権利を求めて活動を行った人物で

ある。1968 年、そのために殺害された。 

南アフリカの白人の便宜を図るための制度 
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表１ 事実発問への解答状況 

事実発問への解答状況(解答できた時の学習形態) 

(個) (ペア) (斉) 

Ａ群の生徒 100.0% 0.0% 0.0% 

Ｂ群の生徒 93.7% 6.3% 0.0% 

Ｃ群の生徒 35.0% 45.0% 20.0% 

 

   事実発問の解答状況 
（表１）を見てみます。 
Ａ群の生徒は全員が個 
人で解答できています。 
Ｂ群の生徒は、ほぼ全 

員が個人で解答できて 

いますが、ペア活動で 

完成させた生徒が 6.3 

％います。Ｃ群の生徒は個人で解答できた生徒が 35.0%で半分以下です。45.0％の生徒がペア活動

で完成させることができています。20.0％の生徒が全体での確認の際に完成させているのが分かり

ます。このことから、３年生では、事実発問の段階であってもＣ群の生徒にとっては個人で解答す

るのは困難さを感じているのが分かります。前頁のワークシートの例の通り、既習事項とはいえ全

てが英語で書かれていること、発問は英語で行われたことが、Ｃ群の生徒にとっての困難さの要因

となっていると考えらます。しかし、この表が示すように、学習形態の工夫をすることで、無解答

はありませんでした。良質の Input が豊かな Output につながっていくことを考えると、できるだ

け英語で英語を理解し、読解ストラテジーを活用していくことは理想的な展開だと言えます。その

ため視覚情報を取り入れたり学習形態の工夫をしたりするなどの手立てが重要となります。 
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ｂ 推論発問による見取り 
推論発問を通して、本文に直接示されていないことを推論できているかどうかを、生徒の発話とタイ

ムラインの情報と４曲の歌詞の内容を基に代表曲の作曲時期を推測したワークシートの記述で見取り

ます。また、発問以外の手立ての関連についても分析します。思考の分類は、研究の実際Ⅰ図２の Waters
の思考の分類と、研究の実際Ⅰ資料１の意見・考えを引き出す工夫を参照します。思考力の高まりは読

解ストラテジー（表内 RS）（研究の実際Ⅰ資料２）の活用で判断します。○は各段階を総括した考察で

す。下線部は思考の分類及び RS を示しています。 
読解中の発話 ワークシートの記述 考察 

S1:歌詞に my life があり、タ

イムラインにも his life と

書いてある。 

歌詞に my life と書かれ

ていて、タイムラインに

も his life と書かれてい

るから。 

・思考の分類は③解釈。RS は、読み直し、内

的音声化、検索読み、他のテキストの知識、

内容・話題の知識、翻訳する、推測、憶測

する、語彙等を活用したと考えられます。 
S2:【B】の歌詞に men が出て

くるから（Black Man だと

思う）。 

最後に men と書いてあ

るから 
・思考の分類は③解釈。RS は、読み直し、内

的音声化、検索読み、他のテキストの知識、

内容・話題の知識、翻訳する、推測、憶測

する、語彙等を活用したと考えられます。 
S3:We Are the World、どんな

歌だった？This world was 
made for all men…【B】の

歌詞の最後に world が出て

くる。これが We Are the 
World じゃないかな？ 

最後にall menと書かれ

ているから。 
・思考の分類は③解釈、④応用、⑤分析。RS

は、戻り読み、読み直し、内的音声化、検

索読み、概要把握読み、他のテキストの知

識、内容・話題の知識、翻訳する、推測、

憶測する、語彙等を活用したと考えられま

す。 
S4:歴史…？ 
 
 
 

History will happen 
again という歌詞が、差

別をなくすという意味

と考えられたから。 

・思考の分類は③解釈、④応用、⑤分析。RS
は、戻り読み、読み直し、内的音声化、検

索読み、他のテキストの知識、内容・話題

の知識、文化的知識、翻訳する、推測、憶

測する、語彙等を活用したと考えられます。 
S5:Martin Luther King Jr.’s 

birthday で、【A】の歌詞に

party と書いてある。 

歌の中に party や we 
love you などが入って

いるから。タイムライン

には birthday と書いて

あるから。 

・思考の分類は③解釈、④応用、⑤分析、評

価。RS は、戻り読み、読み直し、内的音声

化、検索読み、概要把握読み、他のテキス

トの知識、内容・話題の知識、文化的知識、

翻訳する、推測、憶測する、語彙等を活用

したと考えられます。 
S6:【B】は Black Man。Black 

Man は黒人？magic colors
とか red、 blue、 white
とか書いてあるので、黒人

だと思った。 

歌の中に colors、red、
blue などの色が書いて

あるから。 

・思考の分類は③解釈、④応用、⑤分析、評

価。RS は、戻り読み、読み直し、内的音声

化、検索読み、概要把握読み、他のテキス

トの知識、内容・話題の知識、文化的知識、

翻訳する、推測、憶測する、語彙等を活用

したと考えられます。 
  ○発問と組み合わせる歌詞により、RS の要素

が変化し、思考の分類が情報を超えた思考

にシフトしたのが分かります。それに伴い、

ペアやグループでの話合いが活発になって

います。このレベルの認知処理を行うには、

学習形態の工夫が効果を発揮するといえま

す。 
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ワークシートの記述（抽出生徒） 考察 
 
 
（Ａ群の生徒） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（Ｂ群の生徒） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

発問は、“When were the songs written?  And why do 
you think so?” 
 
・Ａ群の生徒は、推論発問への解答ができています。また、

本文（タイムライン）を基にした推論、歌詞を基にした

推論及び背景知識を基にした推論を行っていることが

分かります。思考の分類は、③解釈、④応用、⑤分析。

RS は、読み直し、概要把握読み、内容・話題の知識、

翻訳する、推測、憶測する、他のテキストの知識、文化

的知識、語彙等を活用したと考えられます。全体への発

問のみで解答をしています。教師の個別の発問は必要と

していません。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・Ｂ群の生徒は、推論発問への解答ができています。また、

本文（タイムライン）を基にした推論、歌詞を基にした

推論及び背景知識を基にした推論を行っていることが

分かります。思考の分類は、③解釈、④応用、⑤分析。

RS は、読み直し、検索読み、概要把握読み、内容・話

題の知識、翻訳する、推測、憶測する、他のテキストの

知識、文化的知識、語彙等を活用したと考えられます。

また、教師の個別の発問により、検索読みを行ったと考

えられます。 
 
 
 
 

Ｔ：タイトルに Black という色を表す言葉が入 
   っているね。(個への発問→B、C 群の生徒） 

Ｔ：Birthday に関係のある言葉はないかな？ 
(個への発問→B、C 群の生徒） 
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（Ｃ群の生徒） 
 
 

 
・Ｃ群の生徒は、推論発問への解答ができていないことが

分かります。全体の発問のみでは解答ができなかったの

で、教師が個別に発問をしています。解答状況を見ると

本文（タイムライン）との関連付けはできておらず、教

師の発問から歌詞の内容を検索読みしているのが分か

ります。思考の分類は、③解釈。RS は、検索読みを活

用したと考えられます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○推論発問への解答状況から、Ａ群、Ｂ群の生徒は、研究

の実際Ⅰ図２による情報を超えた思考のレベルである

③解釈、④応用、⑤分析を行っていることが分かります。

ただし、Ｂ群の生徒は一部教師の個別の発問を必要とし

ています。Ｃ群の生徒は、教師の個別の発問により③解

釈を行っているものの、本文（タイムライン）と歌詞と

の関連付けはできていません。歌詞の英文は４曲中３曲

が初見であったために、Ｃ群の生徒は、困難さを感じた

ことが分かります。RS についても、本文（タイムライ

ン）に直接関わる要素が見えません。関連性を見付けさ

せたり、比較させたりする発問（研究の実際Ⅰ資料１）

は行われているので、初見の英文については提示する量

に配慮する必要があると考えられます。発問以外につい

ては、授業中の様子から、ペアやグループでの話合いが

活発に行われていました。無解答が少ないことからも効

果的であることが考えられます。また、視覚情報の提示

で理解が促されることがありますので、このレベルの認

知処理を行うためには、発問と組み合わせる手立てにつ

いて再考する必要があります。 

Ｔ：Birthday に関係のある言葉はないかな？ 
(個への発問→B、C 群の生徒） 

Ｔ：タイトルに Black という色を表す言葉が入ってい
るね。(個への発問→B、C 群の生徒） 

Ｔ：You are the sunshine of my life の you は
誰のことだろう？(個への発問→C 群の生徒） 

Ｔ：Isn’t she lovely の she は誰のことだろう？
(個への発問→C 群の生徒） 

平成27・28年度　授業改善（中学校英語）

佐賀県教育センター研究の実際Ⅱ実践事例４-6



 

ｃ  評価発問による見取り 
評価発問（What is music for you?）を行い、読み取りをワークシートの記述で見取ります。思考の

分類は、研究の実際Ⅰ図２のWatersの思考の分類と、研究の実際Ⅰ資料１の意見・考えを引き出す工夫

を参照します。思考力の高まりは読解ストラテジー（研究の実際Ⅰ資料２）の活用で判断します。また、

発問以外の手立ての関連についても分析します。○は各段階を総括した考察です。下線部は思考の分類

及びRSを示しています。 

 

ワークシートの記述（抽出生徒） 考察 
 
（Ａ群の生徒） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

・思考の分類は、⑥総

合・創造、⑦評価。

RS は、内容・話題

の知識、表現を言い

換える、感想を述べ

る、トピックを活用

していると考えら

れます。 

 

 
・思考の分類は、⑦評

価。RS は、内容・

話題の知識、表現を

言い換える、感想を

述べる、トピックを

活用していると考

えられます。 

 
 
 
・思考の分類は、⑥総

合・創造、⑦評価。

RS は、内容・話題

の知識、個人的体験

との照合、表現を言

い換える、感想を述

べる、内容、トピッ

クを活用している

と考えられます。 

 

○Ａ群の生徒は、評価

発問への解答がで

きています。また英

文の結束性、論理的

一貫性も見られま

す。 
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ワークシートの記述（抽出生徒） 考察 
 
（Ｂ群の生徒） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

・思考の分類は、⑥総

合・創造、⑦評価。

RS は、内容・話題

の知識、表現を言い

換える、感想を述べ

る、内容、トピック

を活用していると

考えられます。 

 

 

 

・思考の分類は、⑦評

価。RS は、内容・

話題の知識、表現を

言い換える、感想を

述べる、内容、トピ

ックを活用してい

ると考えられます。 

 

 

 

 

・思考の分類は、⑦評

価。RS は、表現を

言い換える、感想を

述べる内容、トピッ

クを活用している

と考えられます。 

 

 

○Ｂ群の生徒は、評価

発問への解答がで

きています。自分の

考えや気持ちを表

現することができ

ています。 
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ワークシートの記述（抽出生徒） 考察 
 
（Ｃ群の生徒） 
 
 
 

 
 
・思考の分類は、③解

釈。RS は、表現を

言い換える、内容・

話題の知識を活用

していると考えら

れます。 

 

 

 

 

 

・思考の分類は、⑤分

析、⑦評価。RS は、

内容・話題の知識、

表現を言い換える、

感想を述べる、内

容、トピックを活用

していると考えら

れます。 

 

 

 

・思考の分類は、⑥総

合、創造、⑦評価。

RS は、表現を言い

換える、個人的体験

と照合する、感想を

述べる、内容、トピ

ックを活用してい

ると考えられます。 

 
 
○Ｃ群の生徒は、評価

発問への解答がで

きています。また英

文の結束性、論理的

一貫性も見られま

す。 
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